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  料

予約制で
弁護士が対応

2月 18日㊌午後６時～

久永かずえ
携帯電話 090-1758-3521
お急ぎの方も、まずは久永議員へ

相談はお気軽に
　　声かけください

日常生活の困りごとについ
てご相談ください。

▼
党
は
重
大
な
後
退

　
今
回
の
総
選
挙
。
日
本
共
産
党
の
目
標
は

「
す
べ
て
の
比
例
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
議
席
獲
得
・

議
席
増
」、
そ
し
て
小
選
挙
区
で
沖
縄
１
区
の

議
席
の
絶
対
確
保
で
し
た
。
結
果
は
改
選
８

か
ら
４
議
席
へ
の
重
大
な
後
退
。
比
例
代
表

選
挙
の
得
票
は
、
前
回
・
24
年
総
選
挙
の
３

３
６
万
２
千
票
（
得
票
率
６
・
16
％
）
か
ら

２
５
１
万
９
千
票
（
得
票
率
４
・
40
％
）
に
。

定
数
21
の
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
24
万

1
8
4
8
票(

３
・
47
％)
を
得
ま
し
た
が
22

位
で
２
万
９
５
３
票
足
ら
ず
本
村
伸
子
・
前

職
の
宝
の
議
席
を
失
い
ま
し
た
。

　
ご
期
待
に
こ
た
え
る
結
果
を
出
せ
ず
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
・
ご

協
力
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
、
教
訓
を

今
後
の
た
た
か
い
に
生
か
し
て
捲
土
重
来（
け

ん
ど
ち
ょ
う
ら
い
）
を
果
た
す
決
意
で
す
。

　
第
６
次
大
府
市
総
合
計
画
に
そ
っ
て
発

表
さ
れ
た
令
和
８
年
度
・
市
予
算
案
。
一

般
会
計
は
4
4
5
億
2
8
0
0
万
円
で
、

11
年
連
続
の
過
去
最
大
規
模
で
す
。

　
主
な
事
業
と
し
て
●
お
も
ち
ゃ
美
術
館

と
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
と
の
一
体
的
な
整
備

●
健
康
増
進
・
交
流
拠
点
と
第
二
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
（
第
２
レ
イ
ン
ボ
ー
）
の
機

能
を
有
す
る
複
合
施
設
の
整
備
●
大
府
警

察
署
（
仮
称
）
の
早
期
建
設
に
向
け
た
環

境
整
備
●
小
学
校
給
食
費
の
無
償
化
●
音

楽
の
ま
ち
・
バ
イ
オ
リ
ン
の
里
お
お
ぶ
」

に
関
す
る
事
業
、
な
ど
が
予
算
計
上
さ
れ

ま
し
た
。
審
議
す
る
３
月
定
例
議
会
は
、

左
記
の
よ
う
に
行
わ
れ
ま
す
。

新
年
度
市
予
算
案

４
４
５
億
円
余
過去
最大

▼
３
月
議
会(

２
／
24
開
会)

で
審
議

3月議会の日程
2/24 ㊋  本会議　初日
　25㊌  予算上程・
　　　　 補正 予算議決
3/ 3 ㊋　一般質問
　 4㊌　一般質問
　 5㊍　（予備日）
3/10 ㊋  建設産業委員会
　11㊌  厚生文教委員会
　12㊍  総務委員会
　　　　　（久永議員）
　17㊋  最終日

総
選
挙
結
果

出
る

高市強権政治と真っ向対決 !!

平和 ・ 人権 ・ くらし ・ 民主主義の
擁護、 発展へ国民のみなさんと
力をあわせて たたかいます。

▼「
白
紙
委
任
」
は
な
い

▼「
虚
構
の
多
数
」

▼
強
く
大
き
な
党
へ

16,619 35.79
8,270 17.81
5,752 12.39
3,972 8.55
3,040 6.55
2,867 6.17
1,661 3.58

1,372 2.95

1,302 2.80
1,177 2.53
404 0.87

1 22,740 50.10
19,770 43.55

3 2,883 6.35
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自
民
と
維
新
で
衆
議
院
議
席
の
３
分
の
２

超
。
野
党
第
１
党
の
立
憲
民
主
党
は
公
明
党

に
吸
収
さ
れ
て
自
民
党
政
治
に
屈
服
。「
右
へ

右
へ
」
と
迎
合
す
る
政
党
を
含
め
圧
倒
的
多

数
の
議
席
が
自
民
党
政
治
に
の
み
込
ま
れ
る

状
況
に
。
憲
法
９
条
改
悪
、「
戦
争
国
家
づ
く

り
」
へ
と
、
戦
後
か
つ
て
な
い
危
険
が
生
ま

れ
て
き
ま
し
た
。

　
高
市
首
相
は
選
挙
後
、
さ
っ
そ
く
「
信
任

を
得
た
」
と
高
言
。
ア
メ
リ
カ
べ
っ
た
り
で

大
軍
拡
・
ミ
サ
イ
ル
列
島
化
を
加
速
さ
せ
、

大
企
業
・
大
資
産
家
を
さ
ら
に
富
ま
せ
、
庶

民
の
暮
ら
し
は
踏
み
つ
け
て
い
く
、
ま
さ
に

憲
法
破
壊
・
亡
国
の
道
を
、
選
挙
中
は
国
民

に
ま
と
も
に
語
ら
ず
党
首
討
論
か
ら
も
逃
げ

ま
く
っ
た
の
に
多
数
を
得
た
か
ら
や
り
た
い

放
題
だ
と
言
う
の
か
。「
そ
ん
な
白
紙
委
任
は

し
て
い
な
い
」
と
い
う
国
民
の
声
を
突
き
つ

け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
雪
国
の
苦
労
も
自
治
体
職
員
の
過
密
負
担

も
知
ら
ぬ
顔
で
解
散
強
行
。
投
票
日
ま
で
戦

後
最
短
の
16
日
間
で
有
権
者
に
争
点
や
各
党

の
政
策
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
す
ら
与
え
な

い
…
ま
さ
に
「
ク
ー
デ
タ
ー
」
的
手
法
で
総

選
挙
を
仕
掛
け
て
「
自
民
が
大
勝
」。
し
か
し

比
例
代
表
の
得
票
率
は
36
・
７
％
な
の
に
全

議
席
の
67
・
７
％
を
占
有
。
小
選
挙
区
で
は

得
票
率
49
・
１
％
で
実
に
85
・
８
％
の
議
席

を
占
め
ま
し
た
。
ま
さ
に
選
挙
制
度
の
矛
盾

が
つ
く
り
出
し
た
「
虚
構
の
多
数
」
に
他
な

り
ま
せ
ん
。

　
「
高
市
一
強
」
と
メ
デ
ィ
ア
は
持
ち
上
げ
ま

す
が
、
新
国
会
の
予
算
審
議
で
、
消
費
税
減

税
は
具
体
的
に
ど
う
す
る
の
か
。
ア
メ
リ
カ

や
大
企
業
の
横
暴
か
ら
平
和
・
人
権
・
く
ら
し
・

民
主
主
義
な
ど
真
の
国
益
を
守
れ
る
の
か
。

今
後
あ
ら
わ
に
な
っ
て
い
く
首
相
の
言
動
の

一
つ
ひ
と
つ
が
、
国
民
の
新
た
な
批
判
の
矢

を
広
げ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
つ
く
ら
れ
た
「
高
市
旋
風
」。
多
く
の
政
党

は
高
市
政
権
に
迎
合
・
屈
服
―
―
そ
れ
が
高

市
政
権
と
正
面
か
ら
た
た
か
う
私
た
ち
日
本

共
産
党
に
は
逆
風
に
。
押
し
返
し
て
党
の
か

け
が
え
な
い
役
割
を
有
権
者
に
広
く
お
伝
え

し
て
い
く
力
が
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ど
ん
な
情
勢
の
変
動
の
も
と
で
も
日
本
共

産
党
の
躍
進
を
か
ち
と
る
に
は
、
世
代
的
継

承
を
中
軸
と
し
た
質
量
と
も
に
強
く
大
き
な

党
づ
く
り
が
ど
う
し
て
も
必
要
だ
と
痛
感
し

ま
す
。
頑
張
り
ま
す
。
ど
う
か
皆
さ
ん
の
大

き
な
ご
支
援
・
ご
協
力
を
重
ね
て
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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大府市での総選挙結果
( 市ホームページより )


